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たと考えられる．また，貯水期間である 2007 年 1～
5 月，2007 年 10 月～2008 年 5 月に濃度が高くなる
傾向が見られたため，本格的な貯水が始まればさら





で Cymbella sp.， Thalassiosiraseae sp.，大滝ダムで 






























表 2-1 大滝ダム周辺水域における植物プランクトンの優占種のまとめ 
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北股 大迫ダム直下 柏木 中奥 大滝ダム上層 大滝ダム中層 大滝ダム下層
流水域 流水域 流水域 流水域 停滞水域 停滞水域 停滞水域
春 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 渦鞭毛藻 珪藻 珪藻
（4～6月） Cymbella sp. Cymbella sp. Cymbella sp. Cymbella sp. Peridinium sp. Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.
夏 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻
（7～9月） Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp. Cymbella sp. Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.
秋 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻
（10～12月） Cyclotella sp. Cyclotella sp. Cyclotella sp. Cyclotella sp. Cyclotella sp. Cyclotella sp. Cyclotella sp.
冬 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 渦鞭毛藻 珪藻 珪藻






大滝 衣引 高見 樫尾上流 樫尾下流 妹背 下渕
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夏 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 珪藻 緑藻 珪藻
（7～9月） Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp.Thalassiosiraseae sp. Scenedesmus sp. Thalassiosiraseae sp.
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 図 2-3 は，全サンプル中の珪藻を生態種群別に分
類し，EC とその数との関係を示した図である．図



































































































 図 2-7 は，全サンプル中の珪藻を生態種群別に分
類し，NO3－濃度とその数との関係を示した図である．
NO3－については，第 5章で珪藻のいくつかの種との
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 図 2-8 は，全サンプル中の珪藻を生態種群別に分
類し，Ca2＋濃度とその数との関係を示した図である．













した結果を図 2-9 に示す．Si 濃度は 2009 年 4 月 22
日と 2009年 10月 15日の全地点のサンプルについて
測定を行った．2009 年 4 月 22 日のサンプルでは，
Si 濃度 3.5～4.8ppm の範囲で地点間では大きな変化
が無かった．また 2009年 10月 15日のサンプルでは，








2009 年 4 月 22 日のサンプルを塗りつぶし，2009 年
10月15日のサンプルを白抜きで表している．図2-10
より，2009 年 10 月 15 日と比較して，Si 濃度が全体
的に低かった 2009 年 4 月 22 日のサンプルで，多く
の珪藻が観察され，特に好汚濁性種には大きな違い
があった．また，Si 濃度が同程度であった場合でも，


































































図 2-9 紀ノ川における Si 濃度の変化 
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 「和歌山大学、PC を Re 活用した WiFi システム技
術を開発」日刊工業新聞、2010 年 10 月 20 日 
 「壊れた PC をリユース、情報発信システム開発、






































る。県下 12 市町の計画策定時期は、平成 15 年の由
良町が最初であるが、平成 19 年度以降が多く、とり


































圏域設定した市町は 12 市町中,5 市町と半数以下
であり、他の 7市町は具体的に圏域設定していない。









を参考に、表 2の 10 項目を作成し、市町別に、その
表 1  事前調査における住民参加度 
無作為抽出 対象を限定 一般市民対象 対象者限定
和歌山市 ○ ○ ○○ ― ○ 5
田辺市 ○ ○ ○○ ― ― 4
新宮市 ○ ○ ○○ ― ― 4
白浜町 ○ ― ― ― ○ 2
湯浅町 ○ ― ― ○ ― 2
紀の川市 ○ ― ― ― ○ 2
有田川町 ○ ― ― ― ― 1
みなべ町 ○ ○ ○○ ― ― 4
すさみ町 ○ ○ ― ○ ○ 4
広川町 ○ ― ― ― ― 1
上富田町 ○ ○ ○○ ― ― 4
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最多の田辺市は、44 項目中 37 項目と 8 割以上を 
網羅している。他方、有田川町は最少で、44 項目






















表 5 カテゴリー別評価結果 
 A B C D E F G H I 合計(16項目) (6項目) (4項目) (2項目) (3項目) (3項目) (4項目) (3項目) (3項目) (44項目)
和歌山市 13 4 1 1 3 3 2 3 2 32
田辺市 14 6 3 2 2 3 1 3 3 37
新宮市 13 4 2 0 1 3 1 2 1 27
白浜町 12 6 2 2 1 2 1 2 2 30
湯浅町 11 3 3 2 2 3 2 3 2 31
紀の川市 7 5 1 2 3 3 2 2 2 27
有田川町 11 1 2 1 2 0 3 1 0 21
みなべ町 11 2 2 1 1 3 2 2 0 24
すさみ町 15 4 2 2 2 3 2 2 0 32
広川町 10 5 2 1 3 2 2 3 1 29
上富田 14 6 1 2 2 2 2 3 2 34
由良町 13 3 1 2 2 2 3 3 1 30
平均 12 4.1 1.8 1.5 2 2.4 1.9 2.4 1.3 29.4
表 4 カテゴリー別評価項目 
A ： 福祉サービス事業 E ： 防災・防犯
B ： コミュニティ形成・近所　 F ： 情報・相談窓口
　    づきあい・地域活動 G ： 教育・人材
C ： ニーズ・課題・まちづくり H ： ボランティア・NPO
D ： バリアフリー・ユニバー　　 I ： 人権・虐待・DV
　　 サルデザイン・交通






和歌山市 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 20
田辺市 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 20
新宮市 ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ － ◯ ◯ ◯ 16
白浜町 ◯ ◯ ◯ － ◯ － － ◯ － △ 11
湯浅町 ◯ ◯ ◯ － － － ◯ ◯ － ◯ 14
紀の川市 ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 18
有田川町 △ － － － － △ ◯ ◯ － ◯ 8
みなべ町 ◯ ◯ － － △ － △ ◯ ◯ ◯ 12
すさみ町 － ◯ ◯ － ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ 14
広川町 ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ 16
上富田町 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － － ◯ 16
由良町 ◯ － ◯ △ － － △ ◯ － ◯ 10
適合市町数 10 10 10 3 8 7 8 11 5 11










① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

















和歌山市 5 20 32
田辺市 4 20 37
新宮市 4 16 27
白浜町 2 11 30
湯浅町 2 14 31
紀の川市 2 18 25
有田川町 1 8 21
みなべ町 4 12 24
すさみ町 4 14 32
広川町 1 16 28
上富田町 4 16 34
由良町 1 10 30
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ゲットと計測システムの距離は，約 30m であった． 
 ターゲットの下方に図 7.8(a)に示すように，約















(b) P8 を掘削する様子 






































































ゲットと計測システムの距離は，約 30m であった． 
 ターゲットの下方に図 7.8(a)に示すように，約















(b) P8 を掘削する様子 
図 7.8 ターゲット近くを掘削する様子 
73
 掘削時に計測された変位の変化を図 7.9 に示す．
図 7.9 は，X，Y，Z 方向ともに，60 回の移動平均を
求めた結果である．図 7.10 にマークごとの変位の変
化をまとめた図を示す． 
 P1 から P8 と掘削を進めるにつれて，X 方向はマ
イナス方向（左向き）に約 2.4mm 変位した．Y 方向
はプラス方向（上向き）に約 2.9mm 変位した．Z 方
向はマイナス方向（計測機から離れる方向）に徐々




るためである．したがって，P7 と P8 に対しては
6.2mmを引くことによって Z 方向の変位が得られる
ことになる． 

























図 7.10 掘削箇所と掘削後の変位 
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8.７ 研究成果  
2011 年度日本建築学会大会、Environmental Design 
Research Association への発表が決まっている。 
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図 2 縄文時代の海岸線予測分布 
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泉宿泊施設には１日 9000 人，勝浦は１日 4000 人収
容できる．最大収容人数は年間に換算すると平日を
含め，白浜では 328 万人，勝浦では 146 万人である．
ここで，白浜温泉の観光客数は 2007 年度が約 333
万人であり，紀伊山地の霊場と参詣道が世界遺産登
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管収縮振動 は165 cm-1と190 cm-1に観測された。この
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21 回光物性研究会論文集 pp.130 (2010). 
[2] 「木材資源の有効活用法」伊東千尋、堀本健司 
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